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ま え が き

大阪府 下農村では ，近 年に至って，一般 住民 を対象と

した寄生 虫検査が広 く行われるよ うにな り，特 にコ ウチ

ュウにっい ての対 策を目的として，各地 でこ れが活発に

行 われ て，多 くの成果 をあげている．し かしながら， そ

れらの 多数 の報告によっ て も明ら かな ように，こ れらの

農村地帯 では， 和当高度のコ ウチ ュウの蔓延が みられる

のに比 して， コウチュウとその感染経路な どの近 似する

モ ウヨウセンチュウについ ては，陽性者率が きわめて低

いなどの理由 から， ほとんど顧みられていないの が現況

である ．

私た ちは，　1960 年人阪府 門真 市（1963 年8 月市 とし て

発足，以前は北河内 祁門 真町） において， 一般住民989

名 の寄生虫検査 を厚Jり塗抹1 枚 法によっ て実施し たとこ

ろ ， モ ウヨウセンチュウの 陽 性者を106 名10 ．7％に認

め，この地に きわめて高 度のモウヨウセ ンチェ・1ウの蔓延

があるこ とを知っ た．

モ ウヨウセンテュウは，主 として，本州 の中，北部方

面にその陽性者率の高いこ とが知 られているが，近畿地

方 に もこの ような高度 の蔓延 を示す地域のあるこ とは，

興 味のある ところで， きわめて特異的であるとい うこ と

が で きる．

さて，飜ってモ ウヨウセンチュ ウに関する知見 をみ る

と，その研究はここ 数 年間 に著しく 発展し た． すな わ

ち， 大鶴ら（1961，　1962）は， 人 体寄生 のモウヨ ウセン

チ ュ ウの種類が， 日本におい ても， 従来より知られてい

るトウヨ ウモ ウヨ ウセンチ ュウTrie・hsott・O。め・Ins　O，・鈿．7

・talis　Jb・・加1 種のみではなく， それ以 外に，主として
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伸　 行

草食獣に寄生 するT ．　axei，　’V．　col晶 べ／汾ノノふ および最

近新種 として記載 された7 ．Z。肖心 のある こ と を 証明

した．そして なお，氏 はその病害性につい ても，感 染量

との関係 を明らかに して， コウチ ュウ症と類似の病害性

のあるこ とも明 確にしてい る．

このよ うな ところ から， 私たちは，これら の地 域にお

けるモ ウヨウセンチュウの蔓 延について，多方面 より追

及するこ とは 意義 のあ ることと考え，1962 年1963 年お

よび1965 年の3 年間に亘っ て， 調査研究を重 ね， その

実態を究明するこ とに努 めた．

すなわち，虫卵検査に 当っ ては，その検査方法，特に

培 養法について基礎的な 検討 を加 えて，正確な陽性者率

を知 ることに努 め， また，駆 虫を実施して駆虫 剤の効力

の検定，濾便による虫 体の 検出 と種の検討などを行ない

興味あ る知 見を得るこ とがで きた．

ここでは，まず本地 域における蔓延状 態， 培養方法の

検討，感 染量などについて知 り得たところを述べろ．

1．　門 真市の地理的条件と農作業の特 殊性

門真市は，大阪 府の北東部，淀川の 右岸に 近接 する位

置 にあっ て，守口市，寝屋川市 と接し て，最近急 速に発

展 してい ろ小 都市である．し かし ながら，市 の大部分は

い まだ耕地 によっ て占められてお り，市 の中心部 を除い

て は近接 都市の周辺部農村と同様に， 都会地 周辺 の平 地

農村地帯 であ るといえる環境である．

第1 図 は，こ の門真市全域を示した ものでこ れを行政

区画 より大別すると， 図にみられる．門真， 大和田， 二

島，四宮 の4 地区 とすることがで きる．

淀川右岸のこ の地域一帯 は， 古くから低温地 として知

られてお り，特に門真 市には， 大小多 数の小池，沼が 存



第1 図　門真市概略図

在し，淀川支流の一つである古川が，市のほぼ中央部を

南北に縦断する形で走り，この古川から灌漑用の小溝が

縦横に走っている地域もある．

このように，大小不同の小池が存在することから，農

民の一部には，これを利用して蓮根作を行なうものもあ

り，特に二島地区にはこれが多くて，府下の他地域に較

べて，特殊な農作業形態を示している．

なお，この蓮根作が行われていることを除けば，稲作

用の水田が耕地の大部分を占め，また，一部の耕地にお

いて，若干の蔬菜類の栽培がなされていることは，他の

農村の実態と大差がない．

2． 調査および研究の方法

門真市の総人口は，本調査の初期には約50，000を算

し，このうち農村人口は約5 ，000で，農民以外は大阪市

内あるいは付近の会社工場に勤務するものが多い．

調査はその対象を農村地域の一般住民に限って，　1960

年に引続い て，　1962年には3 月19 日より22 日に亘る4

日間，　1963年には1 月21 日より25 日に亘る5 日間

に行ない，　1965年には駆虫を主体としてこれを行った．

なお，　1963年には1962 年の成績に基づき，その欠点

を補う意味から，重点を比較的陽性者率の高かった一地

区において，地区的な差に伴った対象の不均一性を避け

ることに努め，また同年に，陽性者の年令分布などを把

（557 ）
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握する 目的 で，小 学校児童について も検査を実施した．

虫卵 検査 は， 大部分を厚層塗抹1 枚 法（便量約80 　mg）

に よっ て行っ たが， 一般住民の一部お よび小 学校児童全

員につ い て は， 濾紙培 養法 （試 験管直径1 ．7　cm，　長 さ17

．5　cm，　濾 紙 長 さ15　cm，　幅2 ．0　cm，　糞便塗布 面 積18

．0　cm2，　便量200　mg，　培 養温度25 °C，培養期 間20 日）

による卵培養を併せ行っ た．

なお， これらの検査にさ きだっ て， 可及的多数の住民

から検体 の提 出を得るた め，各年共 に現 地において打合

せ会 を開 催し， 地域の婦人会， 農協役員 の 参集を 求め

て，映画，講演 などによっ てその認識 を高 めさせた．

また，検査に 当っ ては， 実施5 日前に検 便用袋，容 器

など役員より各戸に配布する よう計らっ て，提出し易い

ように充 分の考慮を払っ た．

3． 厚 層塗抹1 枚法による各地 区の検査成績

虫卵 検査は各年共，農民全員を対 象として約5 ，000名

に呼び かけ，　1962 年 には1 ，765名，　1963 年 には1 ，184

名の検体提出者につい て行 なっ た．

すなわち，まず1962 年におけ る検査結果 を，モ ウヨウ

センチュウおよびコ ウチ ュウについ て地区別に示す と第1

表 の通 りとなる．表に示すよ うに， 厚層塗抹1 枚法に

第1 表　厚層塗抹1 枚 法による検査成績（1962）

地区別　 被検者数

門　真
大和田
四　宮
二　 島
一

計

987
228
259
291

1765

コ ウチ ュ ウ　 モ ウ ヨ ウ セ ン チ ュ ウ

実数 ％

31　　3．112
5．339

15 ．146
15 ．8

128 7 3

実 数　 ％
－
56　　5 ．715

6 ．620

7 ．724

8 ．2115

6 ．5

よる同地のモウヨウセンチュウ陽性者は1 ，765名中115

名で， その率は6 ．5％を示し， コウチュウは128 名，7

．3％の陽性者率を示した．

この成績は，モウヨウセンチュウについては，前に述

べた1960 年の10 ．7　％に劣っていたが，地区別にこれを

みると，門真，大和田，四宮，二島の順に漸次高くなっ

ており，門真は最低の5 ．7％，二島は最高の8 ．2％の陽

性者率を示している．この陽性者率が最低であった門真

地区は，同市でも人口の最も稠密な都会的様相の濃厚な

地区であり，最高率であった二島地区は，農村的様相を

よく保っている地区である．

このような成績を得たところ から，　1963年には，陽

性者率の高かった二島地区を重点に，他地区と比較する
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第2 表　二 島地区を主体とした厚層塗抹1 枚 法

による検査成績（1963）

地　 区　 別

二 島 以 外 の地 区

一

一 島　地　区

計

内 訳
被検
者数

コ ウ チュ ウ

実 数　 ％

1032　12　　1 ．2

北　 島　　82

三 ツ 島　31

桑　 才　　28
葎　 島　　n

小　 計　152n84

16　19

0
0

0
－
16　10
－
28　2

5

0

0

0

5

－

4

モ ウヨウセン
チュウ

実 数　％37

3．9

工　3

0

1　9

15

－
52

9

－

4

9

－

4

目的で検査を実施したもので，その結果は第2 表に示す

通りであった．

すなわち，二島地区は北島，三ツ島，桑才，葎島の独

立した4 部落からなっているが，この4 部落のモウヨウ

センチュウ陽性者率は，　152名中15 名で9 ．9％であり，

二島以外の地区である門真，大和田，四宮を合せた陽性

者1 ，032名中37 名，　3．9％に 比して 高い 値を示すこと

が判る．そしてまた，この二島地区において乱　4 部落

間に陽性者率の差が認められ， 北島の15 ．9　％に対し，

桑才では28 名中1 名の陽性者も認め得ない結果となっ

ている．なおバ司年の成績を総計すると，　1，184名の被

検者中，モウヨウセンチュウ陽性者は52 名，　4．4％を

示し， コウチュウは28 名，　2．4％の陽性者率を示して

いる．

4． 他地域との比較検討

上記の両年に亘る検査成績によって知り得ることは，

門真市のモウヨウセンチュウ陽性者率は，区域的に多少

の差はあって乱 他地域に較べれば，きわめて高い陽性

者率を示すということである．すなわち，門真市以外の

大阪府下各地の農村における一般住民の成績と，これを

比較ナると第3 表の通りとなる．

第3 表　大阪府下各地における検査成績との比較

調 査 地 名 検査方法

箕 面 市 萱 野　 浮游集 卵法
μ　　　豊 川　　　 μ

河内長 野市 天見 厚 層塗抹1 枚 法

泉 佐野市日根野　　　　μ
寝 屋 川 市 太 間　　　 ／／

μ

μ

／／

被 検
者数

コウチ モウヨウ

ユウ陽 センチュ
性 率　 ウ陽性率

1505　30 ．31072
19 ．11296
16 ．21692
15 ．6339
12 ．9

一
989　n ．51765

7．31184
2．4

1 ．31

．50

．20

．22

．9

－

10 ．76

．54

．4

この大阪府下各地の成績は，著者の1 人西村が他の共

同研究者と共に行って得たものであり，この点比較する

に足るものと考えられる．ただ表に示すように，その検

査方法が地域によって異っていることは，比較上の好資

料とはいい難いが，モウヨウセンチュウの検出能に関す

る限りでは，浮游法と厚層塗抹法との間に，差が少ない

ことが知られており，充分比較の資料となし得るものと

思われた．

さて， この表にみられる ように，厚層塗抹法或は浮

遊集卵法による他地域の成績では，コウチュウ陽性者率

が12．9～30．3％と高いのに較べて， モウヨウセンチュ

ウ陽性者率はきわめて低く，最も高率であった寝屋川市

太問において乱　2．9％を示すに過ぎず，他は1 ．5％，0

．2％などの低い率を示している．

これに比して門真市では，コウチュウ陽性者率が他地

域より低く，それぞれ11．5％，　7．3％，　2．4％であるの

に反し，モウヨウセンチュウ陽性者率は高く，　10．7％，6

．5％，　4．4％を示し，コウチュウとほぼ同様の陽性者

率を示していることが注目される．

なお，表に掲げた箕面市は，大阪府の北部に位置し，

河内長野市，泉佐野市は南部に位置するが，ただ寝屋川

市のみは，第1 図にみられるように門真市の隣接市であ

り，大阪府の北東部に位置している．すなわち，同市の

モウヨウセンチュウ陽性者率がやや高いことは，門真市

に隕らず大阪府北東部に，モウヨウセンチュウの広汎な

淫浸地帯のあることを推測せしめるもので，こ れにつ

いては，きわめて少数例ではあるが，森下，西村たち

（1959）の行った守口市庭窪町の一農村の成績が参考にな

る．この守口市も門真市の隣接市で，一般住民88 名の

大’阪 府
各地

自 真 市

耆攵宰はネ及丿夊，●l攵O 　円 は 二農，地 区のみの有9 爽者譬攵を刄し．［コl 國 は ￥の敢 声良

第2 図　 大 阪 府 下 各 地 に お け る 陽 性 者 率 の 比 較
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第4 表　厚層塗抹1 枚法 と培 養法との検査成績の比較

（1962 ）

47

検査方法　被検者数　 地　区　名　 肺 腟
芦

総　 数

厚塗法
培養 法 100　　（

大
品 螽 。

）3a

コウチュウ

実数　 ％

モウヨウセ
ンチュウ

実数　 ％14

14．029
29．0

コ ウ ・ モ

ウ重 複
一
実 数　 ％

－
5　5 ．014

14 ．0

コウ． 陽性者

総数　 ％
一
29　　29．038

38 ．0

モ ウ．陽性 者

％
－
19 ．043

．0

厚 塗 法

培養法

152

83
31
27
U

152

北　島

三ッ島
桑　才
蕀　島

26

37

15

8

4

64

24　　24．024
24 ．0

－
11　　7 ．2

6
0
0
0

6

7 2

10

21

15

7

4

3 ．9　　47

検査成績では，浮游集卵法および塗抹法でモウヨウセン

チュウ陽性者率15．9　％の結果を得ており，このことか

らも上記の事実を知ることができ得るものである．

以上これらの各地域との比較成績を図示すると，第2

図の通りとなる．

5． 厚層塗抹法と培養法の比較ならびに培養法の検討

さて，以上述べたこれらの陽性者率は，厚層塗抹1 枚

法による成績であリ，　80　ragの糞便塗抹量によって認め

られた結果に過ぎない．モウヨウセンチュウはすでに知

られているように，雌1 隻当りの産卵数がきわめて少な

く，したがって，この方法だけに頼ってば正確な値が得

られないので，この意味から私たちは，両年共その対象

の一部について培養法の併用を試みた．

すなわち，　1962年 には，二島， 大和田地区住民より

任意に100 名を選び，　1963年には二島地区の検体提出

者152 名全員について，それぞれ厚層塗抹法による検査

を行なう一方，同一検体について，前述した術式の培養

法を実施し，その成績を比較した．

その結果は第4 表に示す通りである．

この培養法による仔虫の溶出状態などについては後述

するが，それはさておき，表でも明らかなように，培養

法と厚層塗抹1 枚法とでは格段 の陽性者率の差が認 め

られ，　1962年には，　100名中厚層塗抹法で19 ％であっ

た陽性者率は，培養法により43 ％に上昇し，　1963年に

は，約10 ％であったものが，　38％に上昇した．

すなわち，　1962年の100 名を対象とした場合では，

厚塗法でモウヨウセンチュウ卵を認めずに陰性とした81

名中から，培養法によって24 名の新しい陽性者を見

出したものであり，かっ，コウチュウとモウヨウセンチ

6
－25482536

－30

6

－3

4

9

4

－

9

5

0

1

0

n

3 3

3 ．7

16

16

0

1

0

10 5

3 ．7

7 ．2　　17　　11 ．2

総 数
－

43
－

（1963）
－

9 9

31　37 ．315

48 ，48

29 ．64

36 ．4

58 38 2

ユウの陽性者比率仏 厚塗法によった場合のコウチュウ

＞モウヨウセンチュウから，培養法では逆のコウチュウ

＜モウヨウセンチュウとなった．

次に，　1963年の二島地区にお ける152 名を対象とし

た場合では，北島，三ツ島，桑才，藤島の各部落共，その

モウヨウセンチュウ陽性者率は，前年度の場合と同様に

培養法によってきわめて高くなり，第2 表の厚塗法の成

績と比較して明らかなように，北島では］L5．9　％が37 ．3

％に，三ツ島で は3．2％が48 ．4％に桑才で はo ％が29

．6　％に，藤島では9 ．1　％が36 ．4％に なっ た．そし

て，この培養の成績からすれば，コウチュウ陽性者n ，2

％に対し，モウヨウセンチュウ陽性者38 ．2％とな り，

コウチュウの約3 倍強のモウヨウセンチュウ陽性者率を

示している．

以上のこの培養法による陽性者率の増加を，図示する

と第3 図の通りとなる．

第3 図　培養法によるモウヨウセンチュウ

陽性者の検出率の増加

なお，第2 表と第3 表における，北島，桑才両部落の

被検者数に，それぞれ1 名の差がみられるが，これは，

検体不足のため，北島では培養法のみ，桑才では塗抹法

のみを行ったものが各1 名あったためである．

すなわち，以上のこの結果は，通常実施されている厚

（559 ）

㎜　　　 ㎜　　 ㎜㎜　 ＝　　　 ＿ 八　　 」 八　 八　　 八 ＝　　 八 〃 八

－
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第5 表　 厚 層 塗 抹1 枚 法 と培 養 法 に よ る 陽 性 例 の溶 出 仔 虫 数 とILD の 比 較

（1962）

検査法別　　 例数　仔 虫総数

厚塗 法
陽性群
培養法
陽性群

計

17

24

41

241

103

344

14 ．24

．38

．4

1

1

5

5

20

6

14

9

8

6

検 出 回 歙

2 －3　　　4 －7　　8 －15　16 －31　32 －63　64 －127　128 －255

3
17 ．61250

．01536

．6

4

23

3

12

7

17

5

5

1

2

11 8

5

29

2

4　　n

3　　　　1
12 ．5　　4．25

6
12 ．2　　14．6

8

0

2
4．9

0

0

0

0

0

0

（1963 ）

ILD

306

229

290

厚塗法
陽性群
培養法

陽性群

計

13

43

56

277

205

482

21 ．34

．88

．6

2　　　　2

15 ．5　　1516　

14

37 ．2　　3218　

16

32 汀　　28

塗1 枚法あ るいは浮游集卵法では，伊藤 ら（1958）も述 べ

ているよ うに， モウヨウセンチュウの検出 が非常 に困難

なこ とを示し てい る．そしてなお，この培養法 による陽

性者率の増加は， コウチュウにおける場合よ り 仏 モウ

ヨウセ ンチ ュウで，甚 だし く顕著に認め得る ものであ る

とい うこ とができる．

私たちは，こ のような結果 から，モウヨウ センチ ュウ

陽 性者の検出能は，培養法 が格段 に優れ，これを用いる

こ とが欠くこ とのでき ない条件 であることを認 めたが，

ただ， 厚塗法と培養法を 比較 するには， 感染量を無視す

るこ とができない と考え た．こ のことは，例えば，感染

量 の多い 場合，必然的に排卵量 も多い から， 厚塗法で も

充 分に卵を検出し得るのでは ない か，あ るい はこれをい

い換 えれば，感染量の少 ない もの だけが厚 塗法による見

かけ の陰性 から培養法に よって陽性 となり， 感染 量の多

い ものでは，必ずし もそ うでないの では ない かという考

え であ る．

こ の点に つい て知るため私たちは，こ れらのモウヨウ

センチ ュウ陽 性者を，1 群 は厚塗法のみ で卵 を認 めたも

の（厚塗 法陽 性群），1 群は，厚塗法では卵陰性であっ た

が，培 養法 で陽性と認めたもの（培養法陽性群）の2 群 に

分け， それぞれその培養による溶出仔虫数 の算定 を行っ

て みた．その結果は第5 表に示す通 りであ る．

す なわち，　1962 年には41 例，　1963 年 に は56 例につ

い て，1 例 づっ 溶出した仔虫の実数 を算 え，両群 の仔 虫

数を比較し たところ，　1962 年では， 厚塗法陽性群17 例

の総仔虫数は241 隻，平均 仔虫数14 ．2隻であるの に 対

し，培養法陽性群 の総 仔虫数は103 隻， 平均仔虫数4 ．3

3

5　23

5

6　　11

8

6　　14

（560 ）

1

4

30 ．8511

．6916

．3

0

2

4 ．723

，6

1

7 ．712

．323

．6

0

0

0

1
7．701

1 ．8

347

221

251

隻 であ り，　1963 年では，厚塗法陽 性群13 例の 総イ子虫数

は277 隻，平 均仔虫数21 ．3隻，培養法陽性群43 例の総

仔 虫数は205 隻，平均仔虫数4 ．8隻であっ た．

以 上のこの両年に亘っ た成 績で， 厚塗法陽性群の仔虫

游出数が， 培養法陽性群のそ れに 比して格段に多 く，前

者は後者の約3 ～4 倍の仔虫溶出量 を示 すことが知 り得

るのである．

このことは，原則的にいっ て，厚塗 法で卵を認 め得 る

ものは，比較的感染量の多い ものであり，厚塗法では卵

を認めず，培養法で仔虫 を認 めて陽性 としたものは，概

して感 染量の少ない ものであろ うとい う推定がなし得 る

のである．なお，こ れについ て，仔 虫の平均値は，1例で

も極端に多 い仔虫数を示ナ ものが含 まれた場合，大きな

変動 を来たす ものであ り，信頼 し難い ので，百村が以前

にカイチュウ卵の分布密度を表示する のに 用い た，　IFG

を応 用して仔 虫の表示を試み，こ の点 をさらに検討して

みた．

こ の方法は，　200　mg　量の 定量培養に よっ て 溶 出した

仔虫 の実数 を，溶出数別に分類して， このそれぞれの数

の検出頻度 の率を 求め， これ，に1 ，2，3 ‥‥‥の数値を

与え て， この総計を以っ て指数 とす るものであ る．

す なわち， その結果は第5 表の仔虫指数ILD （Totalindex　value　of　Frequency

of　Larvae　Detection） が示す

ように，厚塗 法陽性群 では306 ならびに347 ， 培 養法陽

性群で は229 ならびに221 を示し，上記 の平均仔 虫数 の

差において みられたところと同様に，明 らかに厚塗法陽

性群 が培養法陽性群 に比して高い値 を示す ことが認めら

れた． なお，こ のILD について の 両群 の差 を図示 する

へ
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厚磑沽
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培熹沽

陽稚群

第4 図　厚塗法 と培 養法の陽性 者群間のILD

の差

と，第4 図となる．

もちろん，このような仔虫量を基にした感染量の表示

についての試みは，藤原（1961）も行ってお り，氏は，500

mg　の定量培養法によって得 た仔虫数 からLPG

（Larvae　per　gram　of　feces）を求め，これによって虫卵

密度を表示する方法をとっている．すなわちLPG は，Stoll

法によるEPG と5 ％の危険率で相関関係が認め

られ，したがって，感染量をLPG によって表示するこ

とが可能であると述べている．

しかしながら，私たちの行った200　mg　定量培養で，

藤原のいうLPG を求めるためには，その仔虫数を5 倍

しなくてはならないことになり，　500　mg　培養による場

合よりも，誤差の範囲がずっと大きくなるために，上記

のような表示方法を用いてみたものである．

なお，この他私たちは，培養法による成績の判定を，

モウヨウセンチュウについては培養開始20 日後とした

が，これは，仔虫の溶出状態を日次的に観察した結果か

ら定めたものであり，この点，培養法の基礎的な問題と

して重要であると考えられる．

すなわち，これについて検討するため，私たちは，培

養を開始してから7 日，13日，20 日後のそれぞ れの時

期に，アンキロスコープを用いてその仔虫溶出率，およ

び溶出数の変化を観察したもので，その結果は，第6 表

に示す通りである．

第6 表　培養後の経過日数による陽性例の増加

＼ χ

例数　 ……、ぺ 実数 ％ 実 数 ％
－　　　　　　 －

85　　　52　61 ．2　27　31 ．860
＊　　　　　49　81．7　　10　16．7145

101　69．7　　37　25．5

累　 積　　101　69 ．7　138　95．2

実数　 ％－ 一一

6　　7．11
1 ．77
4．8145

100 ．0

－

＊ 駆 虫後 の非 卵陰転例についてのもの

この表に示し た成績は，　1962 年お よび1963 年 の両年

に亘っ たものを総合し たもので，表に みられるよ うに，
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7 日後には145 例の全游出例 中の69 ．7％，　13 日後には

残りの25 ．5％，　20 日後 には 最終的 に残っ た4 ．8％ のも

のの仔虫 の游出 がみられた．

これを 累積率 としてみると，7 日後69 ．7％であっ た

ものは，13 日後に95 ．2％に達 し， そのほ とんどの例に

仔虫の游出を認 めた結果 になるが，し かしい まだ100 ％

に達せず，20 日後に初めて 全例の 仔虫 の 游出が認めら

れ たこ とになる．

以上 のこ の 成績から， モウ ヨウセンチュウ の 培養に

は，少 なくとも14 日ないし20 日間 を必 要とするこ とが

判 り，14 日以 内の日数で培養結果 の判定を行っ た 場合

には，数 ％の陽性 者を見落すこ とになると判断される．

なお， この点について も藤原 は， 培 養便量500　mg　の

場合，14 日間の培養 を 以っ て 一 応満足な結果が 得 られ

る と述 べており，私たちの200　mg　の場合 ともよく 一 致

している．

6．　二島小学校児 童の検査成績

以 上述べた ところ から， 私たちの得 た 培養法 の 成 績

が，該地域のモ ウヨウセンチュウの陽性者率 を正確 に示

す ものと確信でき たので，こ れらの培養法に よる成 績の

みを基 にして，陽性者の年令 分布， 年令によるILD の

変 動などについて検討を加 えることとし た．

しかしながら，こ れら の陽 性者の年令分布を追及 する

ためには， どうして も 低年令 層にお け る 陽性者 の分布

（特に本 調査では，小学校児童 が除かれてい た ため， こ

の年令 層につ いては調査 されてい ない） を知る必要 があ

る．　こ の意味 から私たちは，二島地区 に存在する二島小

学校児童 につい て培養法による 検査を実施 してみた．

すな わち，該 校は，在籍児童数203 名 で，二 島地区を

通学区 としてお り， 農家 の子弟が児童 の大部 分を占めて

いる．

1963 年3 月10 日，厚 層塗抹1 枚法および 培養法 を，

検体提出者166 名について行っ たところ，第7 表 に示 す

第7 表　二 島小学校児童の培 養法に よる検査成績

学年

1

2

3

4

5

6

合 計

被検者数

21
19
26
27
35
38

166

モ ウヨ ウセ ンチュウ　　 コウチュ ウ

実　数　　 ％　　　　 実数　 ％

1

1

4

5

6

8

25

4．85
．315
．418
．517
．121
．1

－
15 ．1

0

1
1
3
1

1

7

0

5 ．33

．811

．12

．92

．6

4 ．2

ように，被検者中25 名，15ユ％にモウヨウセンチュヴ

（561 ）

100　　　　200　　　　3 り0　　　　4C

中 本

丿

本

フ

ヤ ム

ニ レ

－ 　 　 　 　 一 一



50

年

1～6

～10

～20

～30

～40

～50

～60

～70

～

計

齢

5

9

19

29
39

49
59
69

対 象 数

合

30

51

34

n

25

17

11

8

5

192

♀

n

42

39

18

43

33

21

17

3

227

総

41

93

73

29

68

50

32

25

8

419

第8 表　 各 年 齢 層 にお け る陽 性 者 の 分 布

合
一
実 数

モウヨウセンチュウ

♀　　　　　　計－
％　 実数　％　 実数　％

3　10 ．05
9．89

26 ．53
27 ．3n
44 ．010
58 ．86
54 ．53
37 ．50

50

0
6　14 ．35

12 ．89
50 ．023
53 ．514
42 ．411
52 ．47
41 ．21
33 ．3

26 ．0　　76

陽性者 を見出した．なお，この検査 では，厚塗法で1 名

のモ ウヨウセンチュ ウ陽性者 も認 め得 なかっ たもので，

全て培養法 によっ て見出された ものであっ た．

表で明 らかなように，このモ ウヨウセンチュウ陽性者

率を学年別に みると， 概 ね，高学年 になるほどそれが漸

次高くな り，1 年生 児童の4 ．8％に対し，6 年 生児童で

は21 ．1　％の高い陽性 者率を示している ．

次に，こ れら25 名 の 陽性者について は， 前述の方法

で溶出仔虫数を算える と共 に，　ILD の算出を行っ たが，

その結果， 総 仔虫数96 隻， 平均仔 虫数3 ．8隻となり，

そのILD は212 を示 した．この平均仔虫数お よびILD

は，第5 表で示し たところの，一般住民 の培 養法陽性群に

お ける平均仔虫数4 ．3隻，　4． 隻，　ILD　229，　221より も

さらに低い値 であ り， これらの小学校児童 のモウヨウセ

ンチュウ感染量が， きわめて低いこ とを示し てい るもの

と解 釈された．そし てこのことは，前述し たとこ ろの，

厚塗 法で陽性者の1 例 も見 出し得 なかっ た結果 を， 裏書

きする資料に もなるものと考えられ た．

なお，この成績 で興味 のあることは，該校 では コウチ

ュウに対する集団駆 虫などが，未 だ一度 も実施 されてい

ない に拘らずこれ ら児童におい ても一 般住民 の場合 と同

様に，コ ウチ ュウ陽性 者率 が，モウヨ ウセンチ ュウのそ

れとは比較で きない ほど低い こ とであっ た．

7． 陽性者 の年 令分 布ならびにILD の変動

上記の小学校 児童 につい ての成績，ならびに一般住民

について の前 述し た両年 の成 績を基にして，モ ウヨウセ

ンチ ュウ陽性 者の各年 令層における分布を， コウチュウ

のそ れと対 比して検討してみ た．

す なわち， このよ うな調査は，その他におけ る本 虫の

感染 が， 経口，経皮のどちらの経路を主 体にしてい るか

を推測 する上 に重 要な手 がか りとなる ものであ る．

33

（562 ）

3　　7 ．311

11 ．814

19 ．212

41 ．434

50 ．024

48 ．017

53 ．110

40 ．01

12 ．5

5 126 30 1

合
一
実 数　 ％

0
2
2
2

10
6

4

5

1

32

3
5

18
40
35
36
62

20
－16

9

9

2

0

3

4

5

0

－

7

コ ウ チ ュ ウ

♀

実 数　％
0

3

0

3

7

6

5

4

1

29

7．116

．716
．318
．223
．823
．533
．3

－
12 ．8

実 数

計

0

5　　5
2　　2

5　17
17　25

12　24

9　28
9　36

2　25

61 14

％

2
7
2
0
0

1
0
0

6

これについ て最近伊 藤（1959）も，人体感染実験 を行 な

っ て両経路のあるこ とを再確認し， その結果 を基に，新

潟県各地におけるモ ウヨウセンチュ ウ陽性者の年令分布

を，ズビニ ニニ1ウチ ュウ，あ るい はアメリカコ ウチ ュウの

それに対比して調 べた上，興 味ある結果を得ている．

このよ うな ところ から私 たちは，鏝も信頼し得る と考

えられる前記し た培養法 による二島地区（一部大和田地

区の成績 も含む）の成績 のみを基に， 上記の点 を追及し

てみ たもので ある．

なお，ここで さきに述 べておかねばならない点は，該

地区のコ ウチ ュウの種類 であ る． これについては，その

培養のっ ど仔虫に よっ て コウチュウ種を鑑別し，ま た駆

虫によっ て得 た成虫につい ても種 の鑑別を行なっ てきた

が，その結果では， アメリカコウチ ュウNecato Γα7w・vie

　an略 は ほとんど認 め得ず， 該 地区はズビニ コウチ ュ

ウAncylostoma 　duりゐ心 か の優 占区 であることを 確認

してい る．これらの コウチュウ種 の 分布に 関す る 詳細

は， 伏見，西村（1964）の，大阪府 のコウチュウ種の分布

に関する報 告において一一部 を述べてい るが， このこ とか

ら，本 調査におけるモ ウヨウセンチュウとの諸種の比較

は， すべてズビニコ ウチ ュウと対 比し てなされたもので

あっ た．

さて，まず培養法に よっ て得 られた419 例について，

モウヨウセ ンチ ュウとズビ ニコウチュウの陽性者の分布

を年令層別，性別に表示ナる と第8 表 の通 りとなる．

すなわち，男192 例，女227 例 の計419 例中のモ ウヨ

ウセンチュウ 陽性者率は， 男26 ．0％， 女33 ．5％， 計30

．1　％であり， ズビニコ ウチ ュウのそれは， 男16 ．7％

女12 ．8　％ 計14 ．6　％であっ た．

モウヨウセ ンチ ュウについて こ れ を 年 令層別にみる

と，1 ～5 歳で7 ．8％ を示し た陽性者率 は，年令の増加

一 一
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年　齢

1～910
～1920
～2930
～3940
～4950
～5960
～69

－
計

例

13

14

1．232221710

120

数　 仔虫数

42
59

149
117
130
200

234
－931

第9 表　 各年齢層 にお ける陽性者のILD

平　均
仔 虫数3

．24
．312
．43
．75
．911
．823
．4

－
7．8

1

8
3
4
6
5
4
2

32

2 3

1

6

2

16

8

3

2
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に伴 ない次第に その率が高くなる 傾向 を示し，50 ～69歳

で最高率 の51 ．3　％を示 し， 特に10 歳台 と20 歳 台の 年

令層間に， 陽性 者率の顕著な上昇が認 められる．

ズビ ニコウチュウについては，6 ～9 歳お よび10 ～19

歳でそ れぞ れ5 ．2％，　7．2％であっ た陽性者率は， モ ウ

ヨウセンチュウの場合と 同様に20 ～29 歳で 著明 に高 く

なり，以 後漸 次高くなっ て，60 ～69 歳 で36 ．0％を示し

てい る．もちろ ん，70 歳以上の 年令層では， モウヨウ

センチュウ， ズビニコウチ ュウ共に，そ の率 が低下す る

傾向にある が， これは例数が少ない ため， 比較 の資料 と

は なら ない ．

以上 のこ れら年 令別陽性者率の変動 を図示 すると， 第5

図 となる が， この図で明ら かな ように，モウヨウセン

气
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囎
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ILD

183

236

308

222

255

335

1　　　320

19 8　　　4　　　　　　　　　1

70 歳以上 は例数が少ない ので除い た

258

らびに男よりも寧ろ女にモウヨウセンチュウ陽性者率が

高かった事実は，ズビニコウチュウが経口主体の感染で

あることから考えて，この地のモウヨウセンチュウの感

染仏 それが経口を主体としたものであることを推測せ

しめる，一つの根拠となると考えられた．

次にこれら上記した419 例のうち，仔虫数の算定を確

実に行ない得た120 例について，各年令層におけ るILD

の変動を検討してみた．すなわち，　ILD は，すで

に述べたように，一群と他の一群の感染量の差を知るた

めに，充分役立つものと思考されたので，各年令層にお

けるILD を算定して，その感染量の変動を追及したも

のである．

その結果は第9 表に示す通りであって，例数がいまだ

べ

60

50

40

30

20

10

笄令卜5　6 －9　10－19　2C卜293C卜39　40－49　50　－596C哂9　70－

第5 図　各年齢層にお けるモウヨウセンチュ ウ

陽性者率の変動 とズビ ニコウチュウとの比較

チ ュウとズビ ニコウチュウの陽性者率 のこのような変 動

は， きわめて相似した傾向を示して終始し てい るもので

ある ．

すなわち，このよ うな両者 の陽性者率 の変動傾向の相

似，特 に農 耕に従事し ない年令層 にお けるその相似， な

第6 図　各年齢層におけるILD の変動

少なく，今後の検討に俟たなければならない点はあって

も，1 ～9 歳ではILD が最低の183 を示し．50～59歳

では最高の335 を示しており，このことは，前記した陽

性者率の年令による変動傾向とよく一致し，陽性者率と

感染量との間に．明らかな相関関係のあることを示して

（563 　）
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い る．こ のような関係は，他の腸管寄生蠕虫につい ても

知ら れてい るところで，陽性者率が高け れば， その群の1

人 当りの感染量も多 いこ とが，ここで も明 らかにみら

れ るように思う．

なお これを図示 すると 第6 図 とな り，30 歳 および40

歳 の年 令層におけるILD の低下は納得し得 ない が， 凡

そ，陽性 者率 の変動 と平 行したILD の 変動 を認 めるこ

とが できる．

なお，　ILD を低年令層に つ い て1 ～9 歳 として算定

し，陽性 者率の場合のよ うに1 ～5 歳，6 ～9 歳として

行 なわなかっ たのは，例数が少な かっ たためであり，例

数 を増してこれらの点を今後再 検討し たい ．

ま　 と　め

私 たちは偶々，大阪府門真市 の農村地帯 に，隣県諸地

域 にはみられ ないモ ウヨウセンチュウの蔓延 があるこ と

を知っ たので，これを数年間 に亘っ て， 種々な面よ り追

及し，その実態を把握ナ るこ とに努 めた．

すなわち，同地のモ ウヨウセンチュウ陽性者率は，こ

れを大阪府下の他地域のそれ と比 べて 乱 きわめて高い

ものであっ て，コウチ ュウのように，府 下全 域にその蔓

延 がみられない点では甚 だ特 異的 なものとい うことがで

き る．このよ うなところから，こ れを追 及する手段 と，し

て， 農民を主体とした厚層塗抹1 枚法に よる集 団検査を

行 う一方 ，培養法の検討，それを基 とし た正 確な陽性者

率お よび感 染量の把握などを行 ない，ま た，集 団駆 虫，

濾 便にによる虫体の採取と種の同定 も行っ た．

本 報告では　その知見の うち，集団駆 虫成績および瀘

便 の結果 についての ものは除き，こ れらは次報に譲るこ

ととした．

ただし，最 も重要な種の問題 につい ては，採 取した虫体

の同定によっ て同地 のモ ウヨウセンチュウの種類は，ト

ウヨウモウヨ ウセ ンチ ュウ フバ訪ostrongylus 。パ朗趾詒Jimbo

，　1914の みであっ たこ とを確認し てい る．（次報に

おい てその詳細を報告す る）し たがっ て， ここで述べた

モウヨ ウセ ンチュウはト ウヨウモウヨウセンチュウを主

体とした ものである と解釈 されるべきであるが，現時点

においては． モ ウヨウセンチ ュウとして述 べるのが妥

当であ ると考え，こ のようにして取扱っ た．

さて，厚 層塗抹1 枚法に よる 検査の 結果 ，　1962 年に

はモ ウヨウセンチュウ陽性 者率6 ．5％の成 績を得，この

うち二 島地区が8 ．2％の最 も高い陽 性者率 を示 すことを

知っ た，

（564 ）

このことから，　1963年にはこの二島地区 に重点をお

き，検査を実施したところ，北島，三ッ島など4 部落の

うち，北島が15 ．9％の最高陽性者率を示し，4 部落の

平均陽性者率は9 ．9％を示した，この率は，同地区以外

の3 地区の平均陽性者率3 ．9　％と比較して高く，門真市

でも特に二島地区に，本虫の高度の蔓延がみられること

が判った．なお，これらの成績を，他地域のものと比較

すると，

1） 門真市およびこれに隣接する守口，寝屋川両市な

どの大阪府北東部に，限局されて高い陽性者率がみられ

る．

2） 門真市ではコウチュウ陽性者率がやや低く，逆に

モウヨウセンチュウ陽性者率が高い．などの特異性を認

めることができる．

しかしながら，以上のこれらの陽性者率は，厚層塗抹

法によって得られたものであり，モウヨウセンチュウの

検出には培養法がきわめて優れている事実から，二島地

区住民のうち任意に数百名を選び，200　mg　定量培養法

を実施してみた．その結果，　1962年および1963 年とも

培養法によってその陽性者串は著明な上昇を示し，同地

区の住民では40 ％前後の陽性者率を示す事実が明らか

になった．

なお，この地区の小学校児童の培養法検査では，平均15

％の陽性者率が認められ，6 年生児では，実に21 ％

の高率を示した．

以上の成績は，モウヨウセンチュウの検出に，培養法

の実施が必要条件であることを明確に示しているが，し

かし，諸種な検査法による陽性者の検出度合には，当然

その地の感染量の多寡が関係するものと考えられる．

このことから，厚層塗抹1 枚法で検出した陽性例群と

培養法でのみ検出した陽性例群とを分けて，それぞれの

群における感染量を，溶出虫数から算定して みたとこ

ろ，平均仔虫溶出数およびILD の両面からみて，前者

は感染量が多く，後者は感染量の少ないものであること

を証し得た．

すなわち，感染量の少ない場合には，コウチュウでは

左程ではないが，モウヨウセンチュウでは特に培養法の

実施が必要であることを知った．

なお，一つの陽性群の感染量を，他の群のそれと比べ

る場合，定量培養法によって海出する仔虫数の平均か

ら，これを行うこともできるが，　ILD 算出し，これを

以って比較するのが，より正確であると考えられた．

次に以上述べた培養法によるこれらの成績を基にし



て，主に二島地区住民について，各年令層における陽性

者の分布を調査したところ，1） モウヨウセンチュウ陽

性者率は年令が高くなるにしたがって上昇する．　2）　10

歳と20 歳台の年令層間に著明な陽性者率の上昇が認め

られる．3） 男より女にその陽性者率がやや高い，など

の事実が判った．

そしてこれを，同地のズビニコウチュウ陽性者の年令

別変動と比較してみると，その変度頽向かきわめて相似

していることが認められた．すなわち，ズビニコウチュ

ウが経口感染を主体とするとされていることからすれ

ば，それと陽性者率の分布が相似することは，同地のモ

ウヨウセンチュウの感染が経口を主体とするものである

ことを推測せしめる一つの根拠となると考えられた．

なお，次に，これらの各年令層における陽性者の感染

量を比較するため，　ILD を以って検討を行ったところ，

その感染量は，ほぼ陽性者率の上昇に伴って高くなる傾

向を認めた．

む　 す　び

1） 大阪府門真市の農村地帯 におい ては，府下 の各 地

あるいは隣県諸地域に みられない モ ウヨウセンチュウの

蔓延 がみられ，特に，一地 区における培養法に よる検査

では，その陽性者率は平均38 ％を示 した．

2） 該 地では， ズビニコ ウチ ュウ陽性者率が他地域に

比べてやや 低く， これに反しモ ウヨウセンチ ュウの陽性

者率 が高い とい う，特異な様 相を示 す．

3） コ ウチュウ陽性者 の検出能は，厚層塗抹1 枚 法と

培養法の間に左程の差 を認 め得ないが，モ ウヨウセンチ

ュウでは，　200　mg　定 量培養法が きわめて 優れた 検出能

を示 し，25°C，14日間以上培 養の方式を用いるこ とが，

必 要であるこ とを認 めた，

4） 一 地区 の小学校児童 の 陽性者率は， 平均15 ．1　％

であ り，6 年生児で は21 ．1　％ の 高 い 陽性者率 を 示し

た．

5） 培 養法 による溶出仔虫数 の算定 から， 厚層塗抹法

で 検出 される陽性例は，概して感染 量が多 く，培養法の

みで検出 される陽 性例は，感染量 の少 ない ものと推定さ

れ た．

6）ILD は，一 つの 陽性者群の 感染量 を 把握 するの

に役立つ ものと考え られ， これによっ て群間 の感染 量の

比較が可 能であ ると思われた．

7） 各年令層におけ る陽性 者率 の変動は，年令 が高く

なるにした がい陽性者率 も高くなる傾向にあ り，1 ～5

（565 ）
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歳で男女平均7 ．3％，　50～59歳で53 ．1　％を示した．な

お，10歳台と20 歳台の年令層間に著明な陽性者率の増

加が認められる．

8） 各年令層における陽性者の感染量を，　ILD で比

較したところ，ほぼ，陽性者率の上昇と一致して上昇す

ることを認めた．

9） モウヨウセンチュウ陽性者率の各年令層における

変動傾向は，ズビニコウチュウのそれときわめて相似し

ている．

終りに臨み，御教示並びに御校閲を賜った大阪市立大

学医学部医動物学教室主任田中英雄教授に深甚な謝意を

表すると共に，大阪大学名誉教授森下薫先生及び荘保忠

三郎先生の御教示に厚い感謝の意を表する．なお，大阪

寄生虫病予防協会の職員諸氏及び守口保健所，門真市衛

生課職員諸兄姉の御援助に深く感謝する．

なおまた，本調査は，著者の一人西村が，大阪大学微

生物病研究所在職中に実施し，その一部を大阪市立大学

医学部医動物学教室において行ったものであることを付

記する．
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EPIDEMIOLOGICAL　STUDIES　ON　THE　TRICHOSTRONGYLUS　INFECTIONS

IN　A　RURAL　AREA　IN　OSAKA　PREFECTURE　 （I ）

Takeshi　NISHIMURA ，　Toshio　OKUMURA ，　Yukito　ISHIHARA，Takao

INAMOTO

｛Dep『Zn7 が ザ ユ＆ぷα7Zふ必呎y・，　Osaka　City　lふんersity　MeぷQZ ふ加団Takeo

MAEYAMA 　＆　Nobuyuki　TAKAHASHI

（A石パguclii月ealth　Ce。ter，　Osaka）

1）　In　the　rural　area　of　Kadoma　City，　Osaka　Prefecture　the　heavy　propagation　of　7rぷしθ・strongylus

oriental心（T ．　o．）　was　found，　while　in　other　areas　of　the　same　prefecture　or　of　theneighbouring　prefectures　the　propagation　of　the

　same　agent　is　commonly　milder．　In　one　areaof　such　heavily　infected

area　the　average　ratio　of　the　infected　was　38　％　by　culture　method．

2）　It　is　characteristic　that　in　the　same　heavily　infected　area　the　infection　rate　by　Anchylo－stoma

　duodenale　（A ．　d．）　is　a　little　lower　than　in　other　areas，　while　the　infection　by　7こθ．was

high．

3）　Regarding　the　detectability　of　the　infected，　in　case　of　A．　cl．，　there　is　no　remarkabledifference

　between　the　results　acquired　by　thick　smear　method　and　by　culture　method，　while　incase

　of　T．　°．　the　culture　method　of　200　mg．　specimen　proved　to　be　the　most　efficient，　at　whichthe　cultivation　of　specimen

under　25°C　during　a　period　of　2　weeks　was　found　to　be　the　mostsuitable

．

4）　The　percentage　of　the　school　children，　positive　in　T．　o．　infection，　was　15．1　％　inaverage

，　and　21．1　％　in　6　th　grade　pupils．

5）　The　positive　cases，　detected　by　thick　smear　method，　proved　to　be　commonly　theheavily　infected

，　and　these　detected　by　culture　method　were　in　most　cases　lightly　infected．　Thiscould　be

assumed　by　calculation　of　the　number　of　wandering　larvae　in　culture　methd．

6）　I．　L．　D．　（Total　index　value　of　Frequency　of　Larvae　Detection）　seems　to　serve　foracquiring　quantitative　state　of　infection　in　a　positive

group　and　to　compare　the　infection　rates

between　positive　groups．

7）　The　ratio　of　the　infected　increased　parallel　to　the　increase　of　age　；　for　1－5　years　oldchildren　of　both

　sexes　it　being　7．3　％　in　average，　while　it　becoming　53．1　％　for　the　adults　of50

－59　years　old．　Remarkable　increase　of　ratio　was　found　from　the　young　of　the　teens　to　thoseof　the　twenties

．

8）　In　studying　the　quantitative　state　of　the　positive　ratios　in　various　age　groups　comper－atively

it　was　found　that　l．　L．　D．　increases，　parallel　to　the　age　of　the　infected．

9）　Deviation　curve　for　the　ratio　of　the　infected　according　to　age　groups　by　7こo ．　wasfound　to

simulate　to　that　by　j．　j．．

（567 ）
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